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以下の考えを持って、バイオ戦略2020年の策定に参加致しました

ü 既存事業の効率化や⾼度化を⽬指した取り組みとしてデータ連携を捉
えるのではなく、まだ⽣まれていない事業構造・ビジネスモデルを実現する
ための仕組みを、業界横断的・省庁横断的に準備しておくことが肝要

ü 既存の測定機器で得られたデータばかりを議論の対象にするのではなく、
今後産まれるであろう新しい測定の仕組みや測定機器から得られるデー
タを、積極的に取り込み、活⽤できる枠組みを作っておくことが肝要

データ連携
データ活⽤

データ連携・データ活⽤は
⽬的ではなく⼿段である

現存するデータよりも将来のデータ、
現在の事業よりも将来の事業を視野に

ü バイオコミュニティの形成を通じ、バイオコミュニティに今後集まる⼈材と資
⾦を増やすための枠組みを作りたい。既存の設備や取り組みを評価する
体系になってしまうと広がらない。（集中と選択の価値観で推進するとバ
イオコミュニティは広がらない。）

ü 今後⻑期的に、バイオコミュニティの形成に携わる⼈材数や資⾦量をモニ
タリングし公表できるようにするなど⼯夫をし、⽇本の各地でバイオコミュニ
ティ⽴ち上げが進んでいて盛り上がっている様⼦を世界に⽰すことで、さら
なる資⾦と⼈材の流⼊の好循環を作ることが肝要。

バイオ拠点

バイオコミュニティに、⼈材と資⾦が
⾃律的に集まり続ける仕組みを作りたい

国は選別する⽴場ではなく、
⾃治体の取り組みを応援する⽴場に

ü バイオエコノミーの推進は、地球規模での各国の役割分担と⾔う視点を
⼤事にしたい。研究開発に留まらず、その成果が経済合理性が成⽴する
事業として持続できるできるかの議論が必要。つまり、世界に対して⽇本
はこの領域で「何を売ることができるのか」という視点を持つことが肝要。

ü ⽇本の⼟地・気候・環境・⼈材の強み・弱みを精査し、真正⾯から受け
⼊れ咀嚼し、バイオエコノミーの⽂脈で世界的に新しい産業構造に変わ
る過程での、⽇本の産官学それぞれのあり⽅の議論が肝要。

地球規模
での
⽇本の
⽴ち位置

世界の中での⽇本の技術的・環境的な
強みはどこにあるかを意識

⽇本の事業者が継続的に事業を営む
ことができる競争⼒が保てる領域はどこか
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